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【１年５組　山下　涼華】

　私は、平和体験事業で広島を訪問し、普段の生活に感謝で
きるようになりました。当時のまま残っている原爆ドーム
や、資料館に展示されている遺品は、写真やテレビで見るの
とは違い、見るのがつらい物も多くありました。しかし、そ
のような物が原爆のつらさと平和の大切さをたくさんの人に
伝えられる大きな財産だと思いました。

【１年６組　伊藤　七海】

　語り部の方の話を聞いたり、記念館や原爆ドームを訪れた
りして、当時のことがよく分かりました。今回の研修で初め
て知ったことも多くあり、私と同じように原爆のことをよく
知らない人たちに、今回学んだことを伝えていかなければな
らないと思いました。そして、これからの世代で広島のこと
を考えていけたらよいと思いました。

【１年６組　山盛　美雪】

　平和記念資料館の見学や語り部の方の話、平和記念式典へ
の参加など、貴重な体験ができました。特に、語り部の方が
原爆の爆発音やその時に聞こえた女の人の声などを具体的に
語ってくれたことが印象に残りました。さまざまな体験を通
して、平和がどれほど幸せなのかを心に留め、次の世代へ伝
えていかなければならないと思いました。

【１年７組　小松　優貴】

　原爆投下から７１年が経過し、被爆された方が少なくなって
います。しかし、その方たちは当時の状況を語り継いでほし
いと願っています。僕は広島で起こった悲惨な出来事につい
て全く知らなかったことに気付きました。その悲惨さを知っ
たことで、核兵器は廃絶するべきだと思いました。原爆の悲
惨さを知れば、世界中の人々も同じように思うはずです。

【１年７組　溝上　蓮】

　僕は被爆された方の話を聞き、戦争の悲惨さや平和である
ことの大切さなどを強く感じることができました。壁が崩壊
して骨組みになってしまった原爆ドームも、７１年間、戦争や
核兵器の悲惨さを静かに物語ってきたのだと感じました。戦
争を経験していない僕たちも、こうした現状を知り、後世に
語り継ぐべきだと思いました。


